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"Das F'euer brenn七sosehr, 
Die Liebe brennもnochmehr. 
Das Feuer kann man liischen, 












































il!l 日本外科夜曲第八巻第－ ~ 
づ！n~いかの様lこ考へます。
4月i乙は猫逸外科皐・舎がありました心で、：抵はそれにも出Ii（，＇して 4日｜日1fo：日傍掠し：とし
た。此の市舎に：um；す之iには強め Gastkarte を求めて世く1必要がありま して．墜合開催
中は門番の様なおーが入口に居って．此心！カルテ」を調べて入場をこ許可するのであります。
さうして、単f~~＇i 一分v,;f)iH:ili：人を整理．致 して居 ります。 こ ~ L·1!/.( Iこ演説~1111: 出たり入ったりし
て倉場主総Lす事は全然ありませんで、 7--8004の食合でも iil•~ Iこ静粛なもので有りました。
とれは日本でも民似て良いと忠ひます。；作家.；）多敢なのをーツの誇 ｜）とせんが需に野手C店
主津山入場させねばな らぬととはありますまい。
曾場i Chmite病院前の Lm1;;¥・nbeck-Vird1川 Hausでありま した。ととは千栄は
シーメンス曾祉の捺械を陳列して居りま して、一切の器械の説明をして央れます。又問自Ji







村↑専士迷と共力して． 「自分の云ーふ事は耳から入れるばか りでなく 、同からも注入して印
後を強めなければならない。」 と主張してやり出してからのりもに思はれます。 E両の i:.~－の
上下左右Kl主カイゼル始めランゲンベツク 、ピルロート、フオルクマン等知名の外科皆の
行像が懸けてあります。日本の現；iたと比較してたます、には居られません。



























































































































































したりして居る時には Mesocolonの Schlitz を如何にして閉鎖するかが弘等の年来の


































































昭和 i)~！＇－ら月丸阻 1ti開業ノ \i>H'}lNd-: ／干回美己引j氏本子7ノ，：＇.t{C.ヲ護旭シ此レヲiJ /j,;:,h~十字
ifil：削 II 支部病院高1.1院長笛J康博士村二I·謙次郎氏＝諮リテ賛成列引.＇.)(r'f~身此~（、小問棋王｜玉、間
家｛事、石本1主古、岡本紫、京原昌英ノ Gi王ヲ語ラヒテ琵｝！主人トナシ字下川l隠下在住ノタト干、＇！－＇~－！＼






本合へ入i旦合セントスルモノハ現住所却IA＇，ヲ記シテ ..i ~合々長＝！百IH ズ可シn
第31際
第4n条
雑 銭 i'.!5 
第51~伝 ぶ合ハ合長 1 名常任幹事 1 名！：＇~＇事苦 1·－名ヲ置ク。
第6'i長舎長ハ集合＝於テ合員中ヨリ合員之レヲ互選γ常任幹事及幹事ハ合長之レヲIJ£j
託ス。共仔l山ハ合！とi;fI-1;；＇事；千 2ヶ年j：小事ハイl土ケ年トスf旦シ重任ヲ妨ヂス。












仲多度郡琴平町 宥 崎 語 介
高松市二番町 石 本 佐 吉
大川郡長尾町 大 石 徳
高松市赤十字1fit支部病院外科 大 島 松
高松市一番町 大森 吉五郎
丸亀市中央病院外科 岡 本 繁
丸亀市通町 166 吉田 美宗利
高松市古新町紀念病院外科 田 中 達
高松市稲田町 主t 下 ＇＝にaコZ' 手c
木田郡排踏村 鶴 身 Jf語 太
丸亀市西平山町 1245 S同 島 一 蔵
高松市赤十字社支部病院外科 村上 徳太郎
高松市天神前 141 村上 謙共郎
高松市百聞町 9 '{ 田 肱 治
高松市高松病院外科 松 rt~ 俊 久
高松市赤十字社支部病院外科 前 田 道 虫、
l:W 日本外科費面 第八巻 第一波
香川郡鷺町村 前 回 草子 H~ 
綾歌郡陶付 罰百 家 惇
三豊郡担音寺町 西 中東 千
仲多度郡善通寺町:4＞：郷通 古 本 ，でじt-・ 朗
高松市西新通町 34 朝 倉 大 亡JI
小豆郡草壁町 秋 国 義 宅＂＇~
大川郡引田町 2270 榊 原 省、 三c丘~ 






















幸fi 重量 127 
浮間肱遺君
開業盤ガ頭部娠痕整形手術＝際シ拡待遇リノ整形的ノ結果ガ生ジナカツタ場合l'!.P失敗
＝蹄シタルガ如キ場合ハ賓＝宮地家トシテ非常＝不面白ヲ蒙ル。叉自分ハ今日迄多数
ノ刺減患者ヲ取扱ツテ来タガ極ク少数例＝於テ摘出失敗＝師シタ事ガアツタガ此等毛
開業鴎トシテ大イ＝名聾ヲ失陵スル事件ヂ吾々ノ注意スベキ事也ト設ク。
(5) 穿孔性腹膜炎ト誤診セル子宮外雄娠＝就イテ
松浦俊久君
第一印象＝於テ穿孔性腹膜炎ト決定シテ開腹手術ヲ行ヒシ＝子宮外推娠破裂＝遭遇セシ
症例ヲ詳述γ診療＝際シテハ解リ切ツタ事デハアルガ綜合的検索及詳細ナル強診ヲ要スル
ト詮ク此レ＝封シ吾等酢也家ハ同様ナル失敗例多々有リト副日有リタリハ（岩崎謹介氏、秋
岡義彰氏、村上諌女郎氏、田中達氏〉
(6) 開腹術ヲ施行セル勝臓壊死ノ 3例＝就イテ
前田道忠君
本病ノ開腹手術セル3例ヲ詳述シ文献例ハ何レモ白血球増多就中多形接白血球増多症ヲ
来セルガ此等3例中 1例ハ白血球減少及多形核白血球増多ヲ示シ前者＝於テハ文献例ト相
j支シテ居ルハ大イ＝興味アル現象ナリト述べ本疾患＝際シテハ出来得ル限リ早期＝開fl,¥手
術スベキモノナリト結論ヲナス。
(7) 腹腔臓器内＝於ケル膜下異物
－東原昌英君
約12糎ノ綿棒ガ鴨下＝依リ十二指腸内＝介在セルヲ開腹手術＝依リ摘出治療セル例症ヲ
詳述ス。此レ＝封シ魚骨．西瓜ノ費等ガ日工門内＝大ナル腫物トナリテ介在セル例症（岩崎
語介氏）魚、骨ノミヨリナJv栗刺Wtノ日工門内異物例（秋田義彰氏、繭家俸氏〕ノ温加有リタ
惟フ＝香川鯨外科集談舎ハ全牒下ノ有力ナル外fl・皆ヲ網羅シ、舎員諸氏ノ熱心ト民撃ナ
ル態度＝ヨリ其目的＝向ツテ一致協力精進シツ、アルR犬態ナリ。（常｛一下t昨事東原昌英氏記）
干号々ハ香川！降、外科集談合ノ成立ヲ祝シ、近畿外科・集談合（現布ハ近畿外科皐合〉創i"?＇.賞時
ヲ願し此ノi撃舎号亦年々歳々竪賓ナル設建ヲ還ゲテ行クコトヲ確信シマス。
128 日本外科 Z壁画第八谷第一銃
藤浪f尊士還暦記念事業方法きまる
i＠般還暦＝主主セラレ f1＇.］地＝就力レタノレ病理，rf.'~土＋nz：て，n；監防士ノ辺府l記念事業ノ、左記ノ方法
二ヨルコト＝ナツタ n
A有志ヨリ三闘宛ノ政金ヲ募集m受附ノ、本年三月末迄
A博士／行｛象二而ヲ製シーハ博士、ーノ、l陸製部＝寄贈
A博士二記念品ヲ贈呈（選揮ノ、賀行委tl＂＂ー任〉
